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1.はじめに 

近年，わが国では，毎年のように過去に経験のないような豪

雨による水害が生じており，将来激甚化する水災害の備えとし

て，ハード対策による防災に加え，ソフト対策による減災対策

の検討が急務となっている1)．防災・減災対策を講じる上で，

複数の豪雨シナリオに対して，流域から河道へ流出した雨水が，

河道特性や治水施設の影響を受けながら，洪水として河道を伝

播するかを予測し，河道内水位の経時変化を的確に把握するこ

とが重要となる．本研究は，以上の背景を踏まえ，平面2次元洪水流モデル2)より計算効率が高く，平面2次

元洪水流モデル2)のように河道特性を考慮できる準平面2次元モデルの開発を行ったものである． 

2.準平面２次元洪水流モデルの概要 

 準平面2次元モデルは，①計算セルを河道線形に沿って配列することで，平面2次元モデルのように河道特

性を考慮し，②セル境界の数値流束には，横断面で面積分された数値流束を用いることで，1次元モデルの

ように高い計算効率で解析を行うことが可能なモデルである．同モデルでは，(1) 河道線形に沿って計算セ

ルを配置し，(2) 計算セルをコントロールボリュームとして，計算セル境界の法線方向に対して，セル境界

の横断面で面積分された数値流束を算定し，(3) 全てのセル境界線に対して数

値流束を線積分することで，計算セル内の体積，流速と体積との積を算定し，

水深と流速の予測を行う．本モデルの概要を図-1に示す． 

3．彦山川への適用 

 準平面2次元洪水流モデルを九州北部豪雨災害で被災した彦山川へ適用し，そ

の予測精度の検証と平面2次元洪水流モデル2)の解析結果との比較を行った．  

(1) 解析対象領域と解析の概要 

 彦山川は，一級河川遠賀川の一次支川であり，その幹線流路延長43.8km，流域面積327.6km2である． 

解析対象河川は，彦山川，金辺川，中元寺川であり，解析は2012年7月13日6時間から15日10時の出水を

対象とした．解析には2010年の河

道横断面図を，粗度係数には計画

粗度係数を用いた．上流端及び内

部境界条件には分布型流出解析モ

デルより算出した流量を，下流端

の境界条件には中島水位観測所の

実測水位を与えた．  

(2) 結果と考察 

図-2は，彦山川と金辺川の合流

点周辺の流速ベクトルについて，

準平面2次元解析結果の一例を示

したものである．これより， (1) 
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図-1 準平面2次元モデルの概要 

 
図-2 彦山川と金辺川周辺の

流速ベクトル 
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図-3 彦山川の痕跡水位と最大解析水位との比較 



流れている様子，(2) 合流部周辺ではその形状に沿って流れている

様子，などが確認でき，準平面2次元解析の妥当性が窺える． 

図-3は，彦山川について，解析ピーク水位の縦断変化と痕跡水位

との比較を行ったものである．これより，(1) 準平面2次元モデル，

平面2次元モデルのいずれも堰周辺で誤差が生じているもの，(2) 準

平面2次元解析の距離標17.0~28.0kmを除いては，痕跡水位や水位観

測所のピーク水位を十分な精度で再現していること，などがわかる．  

図-4は，  彦山川沿いの赤池，伊田，添田水位観測所での水位ハ

イドログラフの解析結果と実測値との比較を行ったものである．な

お，図中には，平面2次元洪水流解析の結果もあわせて示している．

これらより，(1) 準平面2次元解析および平面2次元解析のいずれも，

2山の波形を持つ複雑な水位ハイドログラフの波形を再現している

こと，(2) 彦山川沿いの赤池，添田水位観測所については，準平面2

次元解析と平面2次元解析で水位ハイドログラフを再現しており，

準平面2次元解析は平面2次元解析より若干精度が劣ること，(3) 一

方で，彦山川の伊田水位観測所では，ピーク以降の水位が若干高く，

準平面2次元解析および平面2次元解析のいずれも若干の誤差を有

すること，などが確認できる． 

 図-5は，  彦山川沿いの赤池，伊田，添田流量観測所での流量ハ

イドログラフの解析結果と実測値との比較を行ったものである．

これらより，(1) 準平面2次元解析および平面2次元解析のいずれも，

各観測所の流量ハイドログラフの波形を再現ができていること，

(2) 伊田，添田流量観測所について，両モデルともピーク時の流量

が大きいこと，(3) 一方で，赤池流量観測所では，流量ハイドログ

ラフを再現していること，(4) 準平面2次元解析は平面2次元解析よ

り予測精度が劣ること，などが確認できる． 

伊田水位観測所を含め，その上流側 (距離標17.0~28.0km)で，準

平面2次元解析の水位や流量に誤差が生じている理由としては，(1) 

流出解析の流量を過大に評価していること，(2) 同区間の堤防線形

の変化は，水面幅の変化に比べ大きく，準平面2次元解析モデルが

側岸の影響を過大に評価したことが考えられる．なお，準平面2次

元解析の計算効率は，平面2次元解析に比べ881倍程度であった． 

4.おわりに 

本研究により，準平面2次元解析モデルは，(1) 平面2次元解析より予測性精度は劣るものの，水位や流量

ハイドログラフをある程度予測できること，(2) 平面2次元解析に比べ881倍程度計算効率が高いことなどが

確認された． 
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図-4 各観測所の水位ハイドログラフの比較
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図-5 各観測所の流量ハイドログラフの比較
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